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東京都府中市での「IoT技術を活用した見守りシステム」の実証実験について 

～子どもや高齢者の安心・安全なくらしを目指し、自治体と企業が連携します～	

	

府中市（市長：高野律雄）、東京電力ホールディングス株式会社（本社：東京都千代田区、

代表執行役社長：小早川智明、以下「東電HD」）と株式会社otta（本社：福岡県福岡市、代表

取締役社長：山本文和、以下「otta」）は、IoT技術を活用した見守りシステム（以下「tepcotta」

という）の府中市における実証実験を2017年11月1日から開始いたします。	

	

tepcotta は、ビーコン（電波受発信器）を搭載したホイッスル型の専用端末を持つ子ども

や高齢者の位置情報履歴を、家族や保護者などがスマートフォンやパソコンで把握することが

できるほか、予め登録した基地局付近を見守り対象者が通過した場合に、位置情報を専用アプ

リやメールで通知を受けることが可能です。専用端末は、GPS端末と比較して低コストかつ電

池寿命が長いため、頻繁に充電する必要がありません。また、ビーコンの電波を受信する基地

局も電源コンセントにさすだけで設置できるため、tepcotta の基盤となるシステムを速やか

に構築できることが特徴です。	

tepcotta の対象エリア内では、基地局を公共施設や民間施設、東京電力グループの設備に

設置することはもとより、無料アプリをインストールした地域の方自身のスマートフォンを	

ビーコンの電波を受信する基地局として活用し、「地域のみんなで見守る」ことを目指します。	

	

府中市では昨年度、市内小学校の通学路に110台の防犯カメラを設置し、地域の方々と共に

子どもの安全確保に努めてまいりました。この度は、IoT技術を活用した見守りシステムの実

証実験をすることで、子どもの更なる安全確保はもとより、高齢者の安全確保の可能性につい

ても検証してまいります。	

実証実験につきましては、2017年11月1日から府中市内の3つの小学校で開始し、利用者

の声などを踏まえ、市内での見守りシステム導入について検討します。	

	

東電HDは、昨今の子どもや高齢者が対象となる事件や事故などの社会問題の解決につなが

る新しいサービスの創出を目指しております。	

今後、広域スマート防犯サービスの運用実績を多く持つotta と協働しながら、東京都渋谷

区（2017年5月17日お知らせ済み）、東京都府中市から順次関東圏にtepcottaを広げ、地域

の安心・安全なまちづくりに貢献してまいります。	

	

	

【お問い合わせ先】 

府中市	 教育部学校施設課	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 				電話	042-335-4431	

東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社	 広報室ﾒﾃﾞｨｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ			電話03-6373-1111（代表）	

株式会社otta																																	 	 	 	 	 	 	 電話092-791-3811	
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＜実証実験の概要＞ 

1.対象エリア	 東京都府中市内	

2.対象者	 府中市立第九小学校、若松小学校、四谷小学校に就学する児童	

3.開始時期	 2017年11月1日	

4.料金	 サービス開始後有効性が確認できるまでは無償。	

その後継続して利用を希望される方には有償でサービス提供。	

（詳細な料金体系・スケジュールは検討中）	

	5.役割分担	 	

	府中市	 小学生・保護者へのご案内	

	東電HD	 本サービスの運営（受付・契約窓口、アフターケア等）	

	otta	 東電HDへのIoT技術を含めたシステム提供	

＜tepcottaイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜tepcottaで使用するビーコン電波発信・受信（基地局）機器＞ 

 専用端末：例 

重さ・約10g	

寸法・長さ約86mm×幅約18mm	

電池・単5アルカリ乾電池	

基地局端末：例 

電源コンセントへ差し込むタイプ 


